
奈
亭

平

城

宮

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一
。
一
一　
奈
良
市
佐
紀
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一　
第
三

一
五
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年
（平
１２
）四
月
―
七
月

一
一　
第
三

一
六
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年
七
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
田
辺
征
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
第
三

一
五
次
調
査

本
調
査
は
、
第

一
次
大
極
殿
の
復
原
整
備
計
画
に
対
応
し
て
、
第

一
次
大
極

殿
院
か
ら
そ
の
西
方
に
か
け
て
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
地
形
復
原
に
関
す
る

デ
ー
タ
を
得
る
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。
調
査
区
は
第
二
人
次
調
査
区
の
北
側
に

設
定
し
、
調
査
区
東
部
に
西
面
築
地
回
廊
Ｓ
Ｃ

一
三
四
〇
〇
を
、
ま
た
西
部
に

排
水
路
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
を
含
む
形
と
し
た
。
調
査
区
の
範
囲
は
お
よ
そ
南
北

一

五
ｍ
東
西
六
五
ｍ
、
約
九
七
五
ポ
で
あ
っ
た
。

調
査
の
結
果
、
以
下
の
よ
う
な
知
見
が
得
ら
れ
た
。
調
査
区
周
辺
の
地
形
は

元
来
、
第

一
次
大
極
殿
院
地
域
が
尾
根
筋
に
、
調
査
区
の
西
部
が
谷
筋
に
あ
た

っ
て
い
る
。
地
山
は
東
か
ら
西
に
緩
や
か
に
落
ち
て
お
り
、
西
面
築
地
回
廊
付

平城宮第315。 316次調査位置図
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近
で
は
、
大
極
殿
院
を
造
成
す
る
た
め
に
か
な
り
の
か
さ
上
げ
を
行
な
っ
て
い

た
。
そ
の
分
、
西
面
築
地
回
廊
の
西
側
に
は

一
段
下
が
る
段
差
が
存
在
し
た
。

段
差
の
西
方
は
、
東
西
約
二
五
ｍ
に
わ
た
っ
て
、
平
坦
で
遺
構
が
希
薄
な
空
閑

地
が
広
が
る
。
空
閑
地
の
西
側
は
、
東
西
約
七

ｍ
に
わ
た
っ
て
さ
ら
に
西
へ
下

が
る
緩
斜
面
が
あ
り
、
そ
の
下
に
排
水
路
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
が
南
北
に
流
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
の
肩
と
西
面
回
廊
の
現
存
最
高
点
と
の
比
高
は
約
二

・
五
ｍ
、

大
極
殿
周
辺
の
検
出
面
と
は
比
高
約
五
ｍ
を
測

っ
た
。
西
側
か
ら
大
極
殿
院
を

望
め
ば
、
広
い
空
閑
地
の
彼
方
に
、
大
極
殿

。
大
極
殿
院
が
高
く
そ
び
え
立

っ

て
見
え
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

一硼
囲
ＳＨ
働

罠
帯。
？
簾
〕一競
一【【Ｎ∞Й

Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
の
西
方
は
平
坦
な
面
が
広
が
り
、
調
査
区
西
端
で
奈
良
時
代

後
期
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
八
三
二
〇
を
、
ま
た
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
と
Ｓ
Ｄ

一
人
三
二

〇
で
区
切
ら
れ
る
区
画
の
中
央
か
ら
、
南
北
棟
の
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ

一
八
三
二

一
を
検
出
し
た
。
こ
の
地
域
に
何
ら
か
の
施
設
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
が
、
そ
の
性
格
の
究
明
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残

っ
た
。

木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
か
ら

一
五
六
点

今
つ
ち
削
婿
一
〇
七
点
）、
Ｓ
Ｄ

一

人
三
二
〇
か
ら
五
点

命
つ
ち
削
婿
四
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
は
、
佐
紀
池
に
源
を
発
し
、
南
流
す
る
排
水
路
で
あ
る
。
位

置
は
お
お
む
ね
、
平
城
官
の
南
面
西
門
で
あ
る
若
犬
養
門
と
、
朱
雀
門
と
の
中
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間
に
あ
た
っ
て
お
り
、
宮
西
部
の
基
幹

排
水
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
本
調
査
区
で
は
、
第
二
人
次

調
査
で
検
出
し
た
部
分
の
延
長
部
を
新

た
に

一
二
ｍ
分
検
出
し
た
。
幅
二

・
六

―
三
ｍ
深
さ

一
・
一
ｍ
ほ
ど
の
素
掘
り

の
溝
で
あ
る
「
溝
の
堆
積
土
は
下
か
ら

大
き
く
、
灰
白
砂

・
暗
黒
砂

・
白
斑
暗

黒
粘
土

・
暗
黒
粘
土

・
灰
色
砂

・
白
色

砂
の
六
層
に
分
類
さ
れ
る

（上
図
）。

木
簡
は
、
灰
白
砂
か
ら
灰
色
砂
の
各
土

層
か
ら
出
土
し
た
。
奈
良
時
代
の
は
じ

め
に
開
削
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
灰

白
砂
か
ら
暗
黒
砂
に
か
け
て
は
時
期
を

知
り
得
る
遺
物
の
出
土
が
少
な
く
、
層

位
の
年
代
を
明
確
に
し
得
な
い
。
た
だ

し
、
暗
黒
砂
に
は
大
量
の
木
暦
を
含
ん

で
い
た
。
暗
黒
粘
土
か
ら
白
色
砂
に
か

け
て
は
平
城
Ⅳ
期

（七
六
五
年
頃
）
の

土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
ま
た
木
簡
嗣

か
ら
も
、
暗
黒
粘
土
よ
り
上
の
三
層
が

奈
良
時
代
後
期
の
堆
積
土
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
期
に
溝
の
堆
積
が

進
み
、
最
後
に
は
白
色
砂
の
範
囲
の
、
幅
○
。
人
ｍ
深
さ
〇
二
一
ｍ
ほ
ど
に
ま
で

狭
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
奈
良
時
代
末
に
は
埋
没
し
、
機
能
を
停
止
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ

一
八
三
二
〇
は
、
調
査
区
西
端
で
検
出
し
た
南
北
溝
で
、
溝
の
西
端
は

わ
ず
か
に
調
査
区
外
に
出
る
が
、
幅

一
・
五
１
二
ｍ
深
さ
約
〇

・
三
ｍ
を
測
る
。

出
土
土
器
の
年
代
は
平
城
Ⅳ
期
で
、
奈
良
時
代
後
期
の
溝
で
あ
る
。
大
き
く
上

下
三
層
に
分
か
れ
、
下
層
に
は
木
製
品

。
木
簡
を
は
じ
め
と
す
る
有
機
物
を
多

く
含
ん
で
い
た
。
木
製
品
の
中
に
は
、
幌
輯
び
き
で
木
器
を
削
り
だ
し
た
後
に

残
る
残
材
が
出
土
し
て
お
り
、
百
万
塔
の
残
材
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る

（井
上

和
人

「木
製
小
塔
の
製
作
残
材
―
―
百
万
塔
製
作
工
房
の
在
処
に
つ
い
て
」
『奈
良
文
化

財
研
究
所
紀
要
』
二
〇
〇
一
年
）。

一
一　
第
三

一
六
次
調
査

本
調
査
も
第

一
次
大
極
殿
の
復
原
整
備
計
画
に
伴
う
も
の
で
、
大
極
殿
の
真

西
に
あ
た
る
部
分
の
西
面
回
廊
の
西
側
か
ら
佐
紀
池
南
岸
に
か
け
て
の
、
約
九

九
七
ポ
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
園
池
Ｓ
Ｇ
人

一
九
〇
の
南
岸
、
そ
こ
か
ら
南
流
す

る
三
時
期
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
、
Ｓ
Ｇ
人

一
九
〇
の
南
堤
造

成
後
に
そ
の
南
側
に
掘
削
さ
れ
、
東
流
し
て
Ｓ
Ｄ
三
八
二
五
に
合
流
す
る
東
西

溝
Ｓ
Ｄ

一
二
九
六
五
Ａ

・
Ｂ
、
Ｓ
Ｄ

一
二
九
六
五
Ｂ
を

一
部
埋
め
立
て
て
調
査

区
西
端
か
ら
南
流
す
る
よ
う
に
付
け
替
え
た
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
人
三
六

一
な
ど
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
と
Ｓ
Ｄ

一
八
二
六

一
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三

一
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五
次
調
査
で
木
簡
が
出
土
し
た

Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
、
Ｓ
Ｄ

一
人
二

二
〇
の
上
流
部
分
に
あ
た
る
。

こ
の
地
域
は
第

一
次
大
極
殿

院
の
所
在
す
る
丘
陵
か
ら
の
傾

斜
面
と
そ
の
西
の
低
地
部
分
に

あ
た
る
。
第

一
次
大
極
殿
院
造

営
に
伴
い
、
大
極
殿
院
地
域
の

整
地
と
同
時
に
宮
内
の
基
幹
排

水
路
と
し
て
南
北
溝
三
人
二
五

Ａ

（西
大
溝
。
幅
約

一
・
七
ｍ
深

さ
○
・
五
ｍ
）
を
開
削
す
る
。

こ
の
段
階
で
は
Ｓ
Ｇ
八

一
九
〇

は
ま
だ
な
く
、
谷
筋
の
自
然
流

路
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
後
、
神
亀
年
間
に
大
極

殿
院
の
改
作
を
行
な
い
南
面
に

楼
閣
を
付
設
す
る
の
と
同
時
に
、

こ
の
地
域
は
大
規
模
な
改
変
を

受
け
る
。
す
な
わ
ち
、
今
度
は

西
大
溝
以
西
を
含
め
て
再
び
大

規
模
な
整
地
を
行
な
い
、
大
極
殿
院
の
西
回
廊
の
外
側
に
テ
ラ
ス
状
の
部
分
を

造
成
す
る
。
こ
れ
に
伴

っ
て
西
大
溝
は
溝
底
を
約
○

・
三
ｍ
高
め
、
ま
た
溝
心

を
約
〇

・
七
ｍ
東
に
ず
ら
し
て
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
Ｂ
に
掘
り
直
さ
れ
る
。
ま
た
Ｓ

Ｇ
人

一
九
〇
の
造
成
に
伴
い
南
堤
が
築
か
れ
、
そ
の
南
に
東
西
溝
Ｓ
Ｄ

一
二
九

六
五
Ａ
を
開
削
し
て
西
側
の
排
水
を
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
Ｂ
に
合
流
さ
せ
る
よ
う
に

す
る
。

平
城
還
都
後
こ
の
地
域
に
三
た
び
大
規
模
な
整
地
を
行
な
い
、
Ｓ
Ｇ
人

一
九

〇
か
ら
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
へ
の
排
水
日
を
三
ｍ
ほ
ど
東
に
移
し
て
溝
底
も
約
○

・

七
ｍ
ほ
ど
高
く
し
、
Ｓ
Ｄ

一
二
九
六
五
Ａ
を
掘
り
直
し
た
Ｓ
Ｄ

一
二
九
六
五
Ｂ

に
東
か
ら
屈
曲
さ
せ
て
合
流
す
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
が
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
Ｃ
で

あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
Ａ

・
Ｃ
の
底
の
レ
ヴ
ェ
ル
差
は
調
査
区
南
端
で
既
に
約

○

・
四
ｍ
に
な
っ
て
お
り
、
位
置
も
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
。
約
人
Ｏ
ｍ
余
り
南

の
第
三

一
五
次
調
査
区
で
は
、
両
者
は
ほ
と
ん
ど
重
な
っ
た
状
態
で
、
別
の
濤

と
し
て
は
確
認
で
き
ず
、
順
次
堆
積
し
て
い
っ
た
状
況
を
呈
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
Ａ
か
ら

一
五
点

今
つ
ち
削
婿
五
点
）、
Ｓ
Ｄ
三
人
三

五
Ｃ
か
ら
四
二
点

０
つ
ち
削
暦
一
五
点
）、
Ｓ
Ｄ

一
二
九
六
五
か
ら
九
点
、
神
亀

の
造
営
に
伴
う
大
極
殿
院
西
側
の
整
地
土
下
層
の
木
暦
層
か
ら
三
点
、
同
時
期

の
Ｓ
Ｇ
八

一
九
〇
南
堤
の
整
地
土
下
層
の
木
暦
層
か
ら
削
居

一
点
、
以
上
計
七

〇
点

ぐ
つ
ち
削
婿
二
一
点
）
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
第
三

一
五
次
調
査



南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
人
三
五

①

　

徳
女
」

②

　

「忌
寸
□
□
」

①
　
。
四
百
七
十
四

(7)   (6)   (5)   (4)

l141   1131

(9)   (8)

・
三
百
九
日
――
□
□

「宮
手
申
　
物
給

「釘
津
伯
玖
隻
」

〔飛
騨
力
〕

「□
□
工
□

〔
百
力
〕

名
右
件
稲
□
正
下
十
日
上
進
以
解
□

古
文
孝
経
□
従
□
進
国

。
「
　

　

『日

回

　

（異
筆
己

　

（異
筆
己

欅

粋

愛

琵

呼

麟

彗

轡

口
□

古
万
呂
　
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
深
〕受
卜
昌

日
奉
弟
麻
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
Ｘ
Ｏ
通

Φ曽

含

∞
∞
）
×

Φ
×

り
　

ｏ
Ｐ
Φ

μ
伽
Φ
×

］
ｏ
×

］

ｏ
り
Ｐ

（
滓
Ｐ
∞
）
×
Ｎ
Ｏ
×
卜
　
ｏ
い
Φ

（
Ｐ
∞
∞
）
×
囀
〇
×
〕
　
Φ
∞
Ｐ

Ｐ
Φ
『
×
∞
伽
×
⇔
　
Φ
牌
Ｐ
＊

含

Ｐ
Φ
）
×

（
μ
Φ
）
×
∞
　
ｏ
∞
μ

llll

．
釜
三
口
足〔売

力
〕

・　
　
　
　
　
［国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Φヽ
）×
Ｐい×
⇔　
ｏ∞Ｐ

〔山
県
郡
力
〕
〔郷
力
〕

。
「
＜
美
濃
国
□
□
□
□
□
□
口
日
日
Ｈ

日
日
日
回
」

。
「
＜
三
半
十
月
十
二
日
□
口
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
日
日
Ｈ
□
」

ＰΦ
∞
×
（Ｐ卜
）
×
∞
　
ｏ
∞∞

（
Ｐ
∞
∞
）
×
∞
Ｐ
Ｘ
伽
　
⇔
∞
∞

（
３

じ

×

含
じ

×
伽
　
ｏ
諾

〔
郷
力
〕

⑫
　
。
「
＜
備
後
国
品
治
郡
佐
我
□

。
「
＜
庸
米
六
斗

「
＜
□
上
郷
同
国
〔ロマ
杞
足
〔酢
配

駒
椅
里
雑
謄

一
斗
五
升
□
□
干
＜
」
　
　
　
（Ｓ
ｙ
〕契
⇔
Φ毬

「
＜
秦
宿
奈
万
呂
薦
二
枚
」
　
　
　
　
　
　
　
μＮ受
Ｐ巽
い
ｏ駕

「
＜
上ｆ
撰
南
里
込
封
鈴
砒
粂
締
」
搬
申
中
常
〕　
　
　
　
　
（ヽ
じ
×
誤
×
卜　
ｏ＄

「
＜
但
馬
国
七
美
郡
七
美
雛
春
米
伍
半
苅
聯
椎
謙
元マ
勒
峨
月
＜
」

］
�
卜
×
∞
卜
×
Ｐ
Ｐ
　
ｏ
∞
μ

□
回
臣
足
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
Ｘ
じ
溢

ｏ＄
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〔十
力
〕

□
文
天
平
」

名

□
□
日
日
――
日
国

名

□
□
□
□
□

〔万
呂
庸
力
〕
Ｔ
万
〕

Ｇ

ｅ

ｘ

５

×

⇔
　

ｏ
壱

若
犬
甘
部

若

桜

部

∩

Φ
じ

×

］
釦
×

卜
　

ｏ
留

含

卜
『
）
×

（
ω
）
×

卜
　

ｏ
∞
〕

□
□
□
□
六
斗
□
日
□

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
八
三
二
〇

②
　

。
道
之
来
月
之
」

〔
土
力
〕

・
国
人
口
□
口
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
×
〕寮
ヽ
思

Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
出
土
木
簡
は
、
ω
ｌ
Ｏ
が
灰
白
砂
よ
り
、
ω
ｌ
⑥
が
暗
黒
砂

よ
り
、
０
ｌ
⑮
が
自
斑
暗
黒
粘
土
よ
り
、
⑭
ｌ
④
が
暗
黒
粘
土
よ
り
、
⑬
が
灰

色
砂
よ
り
の
出
土
で
、
い
側
は
層
位
の
分
別
が
で
き
な
か
っ
た
。

ω
は
、
上
部
を
欠
損
す
る
が
、
四
角
柱
状
の
材
の
現
存
部
中
程
や
や
上
に
、

人
名
の
み
を
記
す
。
用
途
は
不
詳
。

②
は
、
〇
五
一
型
式
の
完
形
の
木
簡
だ
が
、
ほ
ぼ
全
面
を
二
次
的
に
削
っ
て

お
り
、
わ
ず
か
に
削
り
残
さ
れ
た
部
分
に
の
み
墨
が
残
る
。
貢
進
物
荷
札
の
人

名
部
分
で
あ
ろ
う
。

①
は
上
端
折
れ
。
下
部
を
尖
ら
せ
る
が
、
下
端
は
わ
ず
か
に
折
損
す
る
。

い
は
文
書
木
簡
の
書
出
が
記
さ
れ
る
が
、
下
端
を
欠
損
す
る
。
物
品
を
申
請

し
た
も
の
か
。

⑤
は
、
丁
寧
に
整
形
さ
れ
た
材
の
上
部
に

「釘
津
栢
玖
隻
」
と
の
み
記
す
。

〇

一
一
型
式
で
切
り
込
み
な
ど
は
な
い
が
、
付
札
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
暗
黒
砂
に
は
木
層
を
多
量
に
含
む
木
暦
層
が
存
在
し

て
お
り
、
本
木
簡
は
そ
の
木
居
層
中
か
ら
出
上
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
木
居
を

出
し
た
造
営
に
伴
う
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
暗
黒
砂
か
ら
は
、
０
も
出
土
し

て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

０
は
下
端
折
れ
。
表
面
は
文
書
木
簡
の
一
部
だ
が
、
意
味
は
必
ず
し
も
明
確

で
は
な
い
。
文
中
の

「古
文
孝
経
」
は
、
官
人
の
必
読
書
と
し
て
重
視
さ
れ
た

書
物
で
、
長
岡
京
跡
右
京
六
条
二
坊
六
町
出
土
木
簡
に
も
記
載
例
が
あ
る

（本

誌
第
一
一〇
号
）。
裏
面
は
第

一
字
目
は

「不
」
ま
た
は

「布
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
異
筆
は
習
書
で
あ
ろ
う
。

①
は
、
歴
名
を
記
し
、
後
に
人
名
を
マ
ル
印
で
囲
ん
で
チ
エ
ッ
ク
の
印
し
と

し
て
い
る
。

０
１
０
は
米
、
⑭
は
賠
の
荷
札
。
『延
喜
式
』
で
は
美
濃
国
も
備
後
国
も
庸

米
輸
納
国
で
あ
る
。
以
下
に
紹
介
す
る
第
三

一
六
次
調
査
で
も
、
備
後
国
品
治

郡
や
美
濃
国
の
庸
米
と
思
わ
れ
る
荷
札
が
出
土
し
て
い
る
。
⑪
は
、
上
下
三
片

に
分
離
し
た
状
態
で
、
下
部
が
上
部
の
六
〇
∽
ほ
ど
下
流
か
ら
出
土
し
た
。
⑫

は
下
端
を
わ
ず
か
に
折
損
す
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
を
保
つ
。

⑭
は
上
端
折
れ
。
里
名
を
記
す
が
、
自
斑
暗
黒
粘
土
中
か
ら
は
ω
ｌ
⑬
が
出



上
し
て
い
る
の
で
、
里
制
で
は
な
く
郷
里
制
の
里
と
考
え
た
方
が
自
然
だ
ろ
う
。

⑩
は
下
端
折
れ
。
『和
名
類
衆
抄
』
に
は
若
狭
国
遠
敷
郡
に
余
戸
が
見
え
る
。

「余
戸
里
」
と
あ
る
が
、
出
土
層
位
の
土
器
の
年
代
は
平
城
Ⅳ
期
で
あ
り
、
郷

制
の
郷
を
里
と
表
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
余
戸
を
同
様
に
記
載
す
る
例
に

は
、
『平
城
宮
木
簡

一
』
第
四
〇
四
号
木
簡
な
ど
が
あ
る
。

口
は
春
米
の
荷
札
。
五
保
が
貢
進
主
体
と
な
る
例
は
、
春
米
に
は
多
い
。

⑬
は
、
「天
平
」
の
下
が
い
た
ん
で
お
り
、
下
に
文
字
が
続
い
た
可
能
性
も

あ
る
。

一
一　
三

一
六
次
調
査

Ｓ
Ｄ
三
八
二
五
Ａ

「尾
張
国
造
御
前
謹
恐
々
頓
首
□

「頓

火
　
火

火
頭
　
布
布
□

「内
舎
人
」

□
　
　
□

日
部
□
田
留

〔志
力
〕

「
＜
美
濃
国
片
県
郡
杏
問
里
守
マ
連

「
＜
少
所
比
米
六
斗

μ
卜
『
×

Ｐ
∽
×

卜
　

⇔
釦
Ｐ
＊

］
Φ
∞
×

］
⇔
×

⇔
　

⇔
伽
Ｐ

Ｏ
Ｏ
Ｐ

(4)

（
Ｐ
『
Φ
）
×
］
｝
×
∞
　
ｏ
∞
Φ
＊

０
　
。
×
〔剛
矢
‐
ヵ
′√
乃
者
奈
夫
由
己
□
〔印
ド
真
者
々
留
部
上

〔一本
〕
　
　
　
（マ
）ヽ

。
×
□
伊
己
冊
利
伊
真
役
春
マ
止
作
古
矢
己
乃
者
奈

］
釦
μ
×
呻
ｏ
×
牌
∞
　
ｏ
い
Ｐ
＊

Ｓ
Ｄ
三
人
二
五
Ｃ

。　
．　×師
　
　
胤産麒
畑

法薬師　　栽職鰤

・
口
□

合
拾
伍
人
六
月
十
二
日
川
口
馬
長
」

□
□
師

基
寛
師

恵
智
師
　
　
　
　
」

・
　
　
　
　
　
　
日
――
□
　
汁
六
人

□
□
八
人

口

□

・
□
坊
駆
使

□〔作
力
〕

〔
屋
郷
力
〕

名
長
□
□
日
日
旧
日
日
日
日
Ｈ
Ｈ
□

〔俵
〕

Ｌ
米

一
表
　
　
□
上
回
□
回

「
＜
伊
豆
国
賀
茂
郡
稲
×

（
Ｐ
∞
］
）
×
∞
伽
×
］
　
ｏ
Ｐ
ｏ

日

回

□
人
大
将

日

回

（
］
∞
『
）
×

（
］
卜
）
×
釦
　
Φ
∞
〕

］
ｏ
⇔
×

（
滓
『
）
×

６
　

ｏ
伽
岸

Ｇ

じ

ｘ

ｃ

ｅ

×

卜
　

Φ
＄
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２Ｑ９ＱＳ

Ｄ

一

つｔｅｔ

鮎

鵠

昭

＜

」

□
　
塩
三
斗

＜

」

「
＜
讃
岐
国
寒
川
×

「
＜
庸
米
六
斗

「布
乃
利
」

〔
郷
力
〕

背
国
葛
…
郡
…
口
□

二
九
六
五

融
事
無
解〔剛
謝
郎
口人
事

（
Ｐ
ω
ヽ
）
×

］
卜
×

卜
　

ｏ
∞
Φ

（『ω
）
×
中Φ
×
釦
　
Φ
∞
Φ

μ
ｏ
μ
×
〕
∞
×
∞
　
ｏ
〕
Ｐ

Ｏ
Φ
｝

（
Ｐ
卜
∞
）
×
∞
Φ
×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

」

Ｐ
ｏ
Φ
×
∞
卜
×
∞
　
Φ
Ｐ
Ｐ
＊

６
じ

×
ｏ
ｅ

ｘ
∞
　
ｏ
曽

（
Ｐ
Ｏ
］
）
Ｘ
Ｎ
∞
×
φ
　
ｏ
∞
Φ

⑬
　
　
＜
讃
岐
国
鵜
足
郡
和
軍
六
斤
＜
」

⑩
　
。

事
麻
呂
事
麻
呂
麻

事

　
　
　
」

亀
□
□
□
□
』

事
事
事
事
　

」
（異
筆
部
分
ハ
天
地
逆
）

整
地
土
下
の
木
層
層

鉤

　

七
日
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

Ｘ
じ

益

ｏ‘

ω
は

「某
御
前
」
の
書
式
を
と
る
尾
張
国
造
宛
の
上
申
文
書
。
表
裏
同
筆
で

あ
り
、
習
書
の
可
能
性
が
高
い
が
、
在
地
の
豪
族
宛
に
こ
の
よ
う
な
書
式
を
用

い
て
い
る
点
は
注
目
で
き
る
。
側
面
は
中
央
部
分
よ
り
下
を
左
右
か
ら
二
次
的

に
削

っ
て
尖
ら
せ
て
い
る
。

②
は
比
較
的
長
大
な
完
形
の
〇
五

一
型
式
の
木
簡
で
あ
る
が
、
文
字
は

「内

舎
人
」
の
三
文
字
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
用
途
は
不
詳
。
左
辺
は
割

っ
た
ま

ま
の
状
態
で
削

っ
て
い
な
い
。

①
は
人
名
を
記
し
た
削
暦
。
上
端
と
左
辺
は
原
形
を
保
ち
、
左
辺
上
部
に
は

切
り
込
み
の
痕
跡
が
残
る
。
文
字
は
左
端
部
分
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。

い
は
美
濃
国
片
県
郡
か
ら
の
庸
米
の
荷
札
。
里
制
下
の
も
の
で
、
従
来
の
Ｓ

Ｄ
三
人
二
五
Ａ
の
時
期
に
関
す
る
知
見
と
も
矛
盾
し
な
い
。
但
し
、
杏
問
里
は

（
μ
枷
∞
）
×
］
∞
×
卜
　
ｏ
∞
Ｐ
＊

（
Ｐ
］
∞
）
×

（
∞
∞
）
×
］

ｏ
∞
眸

〔美
濃
力
〕

「□
□
国
大
野
郡
美
和
郷
長
神
直
三
田
次
進
酢
年
」

〔
名
小
力

〕

「回
二
斗
六
升

神
亀
三
年
十
月

×
郡
形
原
郷
□

「＜備後
国齢焙
翻酔

「
＜
井
二
人



『和
名
類
衆
抄
』
に
対
応
す
る
郷
名
が
見
え
ず
、
読
み
も
不
詳
。
下
端
は
折
れ
。

①
は
難
波
津
の
歌
を
記
し
た
木
簡
。
最
近
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
下
の
句
ま

で
書
く
珍
し
い
例
の
一
つ

（他
に
、
東
木
津
遺
跡

〈本
号
釈
文
の
訂
正
と
追
加
参
照
〉、

藤
原
京
跡
左
京
七
条
一
坊

〈奈
良
文
化
財
研
究
所
同
調
査
現
地
説
明
会
資
料
、
二
〇
〇

一
年
六
月
〉
に
事
例
が
あ
る
）。
表
裏
で
文
字
遣
い
に
若
干
差
異
が
あ
る
。
表
面

「己
」
の
次
は

「母
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
裏
面
四
文
字
め

は
、
字
体
は

「冊
」
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

「も
」
と
は
読
め
な
い
。
裏
面
の

「役
」
は

「波
」
と
読
め
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
偏
は
行
人
偏
で
あ
る
。
「部
」

の
異
体
字
の
字
体
は

「
ア
」
。
上
端
は
二
次
的
に
面
取
り
、
下
端
は
尖
ら
せ
て

お
り
、
先
端
部
分
を
若
千
欠
く
。

０
は
第

一
次
大
極
殿
で
行
な
わ
れ
た
仏
教
行
事
に
関
わ
る
木
簡
か
。
従
は
従

者
で
、
こ
れ
を
含
め

一
五
人
か
。
表
面
の

「六
」
は
不
詳
。
こ
こ
に
み
え
る
六

人
の
僧
の
う
ち
、
光
道
は
天
平
十
五
年

（七
四
こ

と
天
平
宝
字
六
年

（七
六

三
）
の
史
料
に
み
え
る

（前
者
は
正
倉
院
文
書
、
後
者
は
光
覚
知
識
経
奥
書
）
が
他

の
僧
は
み
え
ず
、
年
代
の
特
定
は
難
し
い
。
差
し
出
し
に
官
職
が
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
文
字
も
比
較
的
稚
拙
な
の
で
、
同
じ
官
司
内
の
事
務
連
絡
に
用
い
ら
れ

た
も
の
か
。
川
口
馬
長
と
い
う
人
物
も
他
に
所
見
が
な
い
。
上
端
は
折
れ
。

０
は
役
夫
の
割
振
り
を
記
し
た
木
簡
か
。
大
将
は
中
衛
ま
た
は
近
衛
大
将
で

あ
ろ
う
。
表
面
の
腐
蝕
が
著
し
く
、
文
字
は
部
分
的
に
し
か
残
ら
な
い
。
上
端

は
折
れ
、
側
面
の
整
形
は
腐
徴
の
た
め
判
断
が
難
し
い
が
、
左
辺
は
文
字
が
切

れ
て
い
る
。

①
の
長
屋
郷
は
、
『和
名
類
衆
抄
』
で
は
大
倭
国
山
辺
郡
と
伊
勢
国
安
濃
郡

に
み
え
、
い
ず
れ
と
は
決
め
難
い
。
左
辺
は
割
れ
。

①
は
伊
豆
国
賀
茂
郡
稲
梓
郷
か
ら
調
と
し
て
送
ら
れ
た
荒
堅
魚
の
荷
札
木
簡

で
あ
ろ
う
。
下
端
折
れ
、
左
辺
割
れ
。

⑩
の
コ
ザ
ト
の
忌
浪
里
は
、
若
狭
国
三
方
郡
能
登
郷
に
所
属
し
、
調
塩
の
荷

札
と
考
え
ら
れ
る
。
上
端
折
れ
。

⑪
は
讃
岐
国
寒
川
郡
か
ら
の
庸
米
の
荷
札
。
下
端
折
れ
。

⑫
は
食
料
と
す
る
フ
ノ
リ
に
付
け
ら
れ
た
付
札
。
ラ
ベ
ル
と
し
て
の
用
途
か
。

品
目
名
の
み
の
フ
ノ
リ
の
付
札
の
例
と
し
て
は
、
平
城
京
左
京
七
条

一
坊
の
東

一
坊
大
路
西
側
溝
出
上
の
類
例
が
あ
る

（本
誌
第
一
七
号
平
城
京
跡
、
⑭
）。
四
周

削
り
。
上
端
は
山
形
に
整
形
。

⑬
は
同

一
木
簡
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
削
居
が
若
千
の
欠
を
お
い
て
接

続
す
る
。
荷
札
で
は
な
く
、
官
人
な
ど
の
本
貫
地
を
示
す
記
載
か
。

口
の

「禁
弓
矢
」
は
不
詳
。
「矢
」
は

「兵
」
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
字
体

は

「矢
」
。
下
端
は
折
れ
。

⑮
は
神
亀
三
年
の
美
濃
国
の
鮎
ず
し
の
荷
札
木
簡
。
郷
長
が
進
上
主
体
と
す

る
荷
札
は
こ
れ
が
初
出
。
い
か
な
る
税
日
と
し
て
送
ら
れ
た
も
の
か
は
不
詳
。

な
お
、
美
濃
国
大
野
郡
の
荷
札
と
し
て
従
来
知
ら
れ
て
い
た
の
は
庸
米
の
み
で

あ
る
。
四
周
は
原
形
を
保
つ
。

ω
は
参
河
国
宝
飯
郡
形
原
郷
か
ら
送
ら
れ
た
荷
札
木
簡
の
断
片
で
あ
ろ
う
。

同
郡
の
荷
札
に
は
小
凝
や
海
松
の
例
が
あ
る
。
形
原
郷
は
木
簡
で
は
初
出
。
右
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辺
の
み
削
り
の
原
形
を
無
つ
。

口
は
備
後
国
品
治
郡
か
ら
送
ら
れ
た
庸
米
の
荷
札
の
断
片
で
あ
ろ
う
。
同
郡

の
荷
札
と
特
定
で
き
る
の
は
、
第
三

一
五
次
調
査
出
上
の
も
の

（
一
∽
）
に
続

い
て
三
点
め
で
あ
る
。
下
端
は
折
れ
。

④
の
和
軍
は
、
軍
布
が

「め
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
に
ぎ
め
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
税
日
は
不
詳
。
讃
岐
国
鵜
足
郡
の
荷
札
に
は
、
二
条
大
路
木
簡
に

中
男
作
物
千
館
の
例
が
あ
る

（本
誌
第
一
二
号
平
城
京
跡
、　
一
⑪
）。
上
端
は
切
り

込
み
部
分
よ
り
上
部
を
欠
く
。

⑩
は
習
書
木
簡
。
上
端
は
折
れ
、
左
右
両
辺
は
二
次
的
削
り
。

の
は
日
付
記
載
の
末
尾
の
み
が
残
る
断
片
か
。
上
端
折
れ
、
右
辺
割
れ
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『平
城
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
六

（一
一〇
〇

一
年
）
同

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇

一
』
全
一〇
〇
一
年
）

（
一　
吉
川
　
聡
、
二
　
渡
辺
晃
宏
）

奈
良
・平

城

京

跡
左
京
三
条

一
坊
七
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
二
条
大
路
南
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
七
月
―
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
田
辺
征
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
―
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
京
左
京
三
条

一
坊
七
坪
は
、
平
城
京
の
中
で
も
宮
南
面
の
一
等
地
で
、

壬
生
門
か
ら
南
に
下
る
東

一
坊
坊
間
大
路
に
面
す
る
。
同
坪
で
は
こ
れ
ま
で
に

当
研
究
所
が
七
カ
所
の
発
掘
調

査
を
行
な
っ
て
お
り
、
宮
前
面

で
は
比
較
的
調
査
成
果
の
集
約

さ
れ
て
い
る
坪
で
あ
る
。
中
で

も

一
九
九
二
年
に
坪
中
心
部
で

実
施
し
た
調
査
の
報
告
書

（奈

良

良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
京

奈

左
京
三
条
一
坊
七
坪
発
掘
調
査
報

て

工四し

で
は
、
こ
こ
を
大
学
寮




